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8月6日に見た光景－記録絵巻

❶久野井聖観　❷36→65　❸8/6　❹市内各所

何か叫びながら走り回っていた 顔がボールのように膨れた人々

橋の上で一人の女性が全裸のまま小走りに廻る。
体は火傷していたが眼が異様に大きく見えた。

油が塗られた顔は､人間をてんぷら油で揚げたよう
な悲惨なものだった｡

手当てもなく､みんな虫の息だった

たくさんの被爆者が､よりあい､たおれ､中にはそのまま亡くなっ
ている人もいた｡生きている人は一様に水を水をと言う。

❶古川正一　❷32→62　❸8/9　❹銀山町

❶原廣司　❷13→70　❸8/7　❹御幸橋 ❶渡辺美智子　❷－　❸8/15　❹安芸郡府中町

生き地獄❷


